
　

市
内
5
カ
所
で
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

不
当

な
差
別

い
じ
め

嫌
が
ら
せ

隣
近

所
の
も
め
事

女
性
や
子
ど
も
の
人
権

問
題
な
ど
で
お
悩
み
の
人
は

お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

相
談
料
は
無
料

で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利

　

人
権
と
は

人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
て
い
く
権
利
で

日
本
国
憲
法
に

よ

て
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い

ま
す

お
互
い
に
相
手
を
思
い
や
り

自
分
の
人
権
も
相
手
の
人
権
も
大
切
に

守
り
な
が
ら

共
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

社
会
に
し
ま
し

う

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
は

人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
き

国
民
の
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
目
的
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
人
で
す

　

市
で
は

民
事
法
務
協
会
の
協
力
に

よ
り
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
予
約
の
う
え

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

相
談
内

容
の
秘
密
は
固
く
厳
守
し
ま
す

●
日
時
　

6
月
17
日
（
木
）
午
後
1
時

30
分

3
時
30
分

●
場
所
　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

●
申
し
込
み
　

6
月
11
日
（
金
）（
土
日

は
除
く
）
ま
で
に
電
話
で
予
約
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
（
午
前
8
時

30
分

午
後
5
時
15
分
ま
で
の
間
）
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人
権
相
談
所
の
開
設

法
務
局
松
本
支
局

（

･

２
５
７
１ 

･

２
５
７
２
）

ま
た
は

人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

･

２
０
０
０ 

･

５
０
０
０
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

（

･

０
７
６
０ 

･

０
７
０
３
）

談

相

開催日 開催場所
11月20日（土）穂高会館
2月 5日（土）豊科公民館

開催日 開催場所
9月 4日（土）豊科公民館

開催日 開催場所
6月 4日（金）穂高会館

7日（月）明科総合支所
8日（火）豊科公民館
9日（水）三郷公民館
10日（木）堀金総合支所

8月19日（木）穂高会館
9月17日（金）豊科公民館
11月16日（火）明科総合支所
12月 7日（火）穂高会館

8日（水）三郷公民館
10日（金）豊科公民館

1月17日（月）堀金総合支所

●特設相談●女性相談

●子ども相談

●人権擁護委員

※時間はすべて10：00～15：00
まで

（４月１日現在 敬称略）

地域 氏名

三郷
三澤　晴男

中村　道子

關　　恒明

堀金
田口　勝二

青 子

明科
唐沢　武志

横内理恵子

地域 氏名

豊科

清野　昌訓

勝山　孝子

藤原　和子

奥村　雅彦

穂高

大平　義郎

丸山　三郎

吉澤萬千子

尾台　鞆一

　

平
成
23
年
4
月
採
用
の
市
職
員
の
採

用
試
験
（
上
級
）
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す

中
級
（
保
育
士
）
試
験
は
9

月
下
旬
の
予
定
で
す

●
試
験
日
程
・
内
容

　

１
次
試
験
　

6
月
27
日
（
日
）

※
詳
細
は
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書

市
役
所
本
庁
舎
人
事
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
地
域
支
援
課
に
あ
り
ま
す

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は

１
４
０

円
切
手
を
同
封
の
う
え

請
求
し
て

く
だ
さ
い

市
ホ

ム
ペ

ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で
き
ま
す

●
受
験
受
付
期
間

5
月
31
日（
月
）
6
月
8
日（
火
）

（
受
付
は
土
日
を
除
く
午
前
9
時

午
後
5
時
ま
で
）

●
申
し
込
み
　

受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え

左
記
ま
で
持
参

す
る
か

特
定
記
録
郵
便
な
ど
確

実
な
方
法
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
6
月
8
日
必
着
）

●
申
し
込
み
　

安
曇
野
市
役
所
人
事
課

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
‐
46

　

来
年
4
月
に
採
用
予
定
の
松
本
広
域

連
合
消
防
職
員
（
上
級
）
の
採
用
資
格

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

●
試
験
日
程

第
１
次
試
験
　

6
月
27
日
（
日
）

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

●
試
験
場
所
　

松
本
市
波
田
公
民
館

お
よ
び
松
本
市
波
田
体
育
館

●
申
し
込
み
　

6
月
7
日
（
月
）

13

日
（
日
）
ま
で
に

松
本
広
域
連
合

事
務
局
（
松
本
市
役
所
大
手
事
務
所

6
階
）
へ

本
人
が
直
接

試
験
申

込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
土
・
日
曜
日
も
受
付
を
行
い
ま
す
）

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
　

広
域
連

合
事
務
局
・
消
防
局
・
各
消
防
署
・

松
本
広
域
連
合
関
係
8
市
村
の
窓
口

に
あ
り
ま
す

郵
送
希
望
の
人
は

送
付
先
の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
た

角
2
の
返
信
用
封
筒
に

１
４
０
円

切
手
を
張
り
付
け

赤
字
で
「
試
験

案
内
希
望
」
と
明
記
の
う
え

請
求

し
て
く
だ
さ
い

試
験
案
内
は
ホ

ム
ペ

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

試験の
種　類

試験
区分

採用人員
（予定） 受験資格

上級
（大学卒
業程度）

行政 15人
程度

昭和 55 年 4 月 2 日～平成元年 4月 1日までに
生まれた人で、大学卒業程度の学力を有する人

土木 若干名
昭和 55 年 4 月 2 日～平成元年４月１日までに
生まれ、大学卒業程度の学力を有する人で、土
木の専門課程を卒業または平成 23年 3月までに
卒業見込みの人

社会福祉士 1人
程度

昭和 50 年 4 月 2 日～平成元年４月１日までに
生まれた人で、社会福祉士の資格を有する人（平
成23年3月31日までに取得見込みの人を含む）

試験の
種類

試験
区分

採用
人員
（予定）

受験資格

上級 消防 若干名

昭 和 57 年
４月２日～
平成元年４
月１日まで
に生まれた
人で、大学
卒業程度の
学力を有す
る人

（株）オートテック
共和アスコン（株）
あづみ野テレビ（株）
（有）ナカジマ工房
柴商会
中央化工（有）
（有）赤羽電気商会
明科建材（株）
（株）振興建設
（有）ミサワ測量
（株）ワークメイト
（株）横内組
（株）傅刀組中信支店

（株）アズミエンジニヤ
安曇野支店
エムオー原図
日東建設（有）
（有）沖電気工業
塚田不動産（株）
（株）インターノースあづみ野
安曇野スイス村
（株）佐原建設
日管建設（株）

（有）林屋組
（有）大久保自動車

（株）寿建設
（株）関組
（有）小倉建設
（有）赤羽建設工業
原田建設
（株）山本組
（有）会田建設
（有）ニキ設備工事
遠藤建設（株）
（株）川上産業
（有）タカギ
（有）山一造園
（有）近藤造園

（有）中部エンジニア
（有）堀内組
（有）アルプス造園
（有）アズミ造園
（株）中澤組
富士開発（株）
（有）竹内土建
丸山硝子（株）
中井自動車（株）
（有）丸正小林建設
（有）イシダ設備
（株）中部水工

私たちは消防団を応援しています！
地域の防災活動に貢献している市内 49 の認定事業所を紹介します。（関連記事 8ページ）

３月末現在（認定順）（敬称略）

●内容

集

募安
曇
野
市
役
所
職
員
の
募
集

人
事
課
職
員
担
当

（

･
２
０
０
０ 

・
５
１
５
５
）

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験（
上
級
）

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課

〒
３
９
０
‐
０
８
７
４

　

松
本
市
大
手
３
丁
目
８
番

号

（

･

３
２
５
０ 

･

２
５
９
１
）

人として自分らしく
三郷男女共生いきいき会議

竹岡　峰子

人 権 コ ラ ム

　花散らしの風雨がやんだひととき、ほっと
安堵するような暖かな日差しが全身をつつんで
くれる。新しい出会いに胸がワクワクする春、
年齢を重ねるたびに月日のたつ早さに驚き、過
ぎていく時間の重み、そんな時間を大切にしな
くてはと思う。
　最近、多くの場所で二十一世紀は人権の世紀
であり、男女共同参画の実践こそが大切だと強
調されている。男女共同参画のゴールは、人間
として平等の権利をもち、それぞれの違いを認
め合いながら、性別ではなく個人の人間性をみ
てもらえる社会である。今、希薄になっている
といわれる周囲との人間関係や、家族の中での
パートナーとの関係など見直す方向をさぐり、
その実践のために三郷男女共生いきいき会議で
は多くの活動に取り組んでいる。またその活動
を通じて、培ってきた学習や経験を地域に浸透
させていくことが大切だと感じている。難しい
理論ではなく、性別にかかわりなく自分のでき
ることをする、人と人とが出会い交流を図れる
場所をもち、それを楽しむ人の輪・和が広がれ
ば、安曇野市はもっと魅力的な、素晴らしい人々
の集まりになっていくのでは・・・。
　私自身も目指す道を間違えないようにして、
人権を尊重し大切に思いながら、人として自分
らしく共同参画社会作りに関わっていきたいと
思う。
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